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2019/6/7 6:30 ⽇本経済新聞 電⼦版

⽯川樹脂⼯業、炭素繊維でイスやテーブル デザイン性⾼め
る 

 樹脂成型加⼯の⽯川樹脂⼯業（⽯川県加賀市）は2020年中に炭素繊維を使った家具の販売
を始める。プラスチックの成型加⼯技術を応⽤し、強度が求められるイスの脚や背もたれな
どを炭素繊維複合材で製作する。⾦属よりも軽くて強度の⾼い炭素繊維の良さを⽣かして、
家具の機能性やデザイン性を⾼める。５年後に１億円以上の売上⾼を⽬標とし、新たな収益
事業に育てる。

 炭素繊維複合材は、樹脂に炭素繊維を混ぜて強度を⾼めた素材
だ。炭素繊維は鉄に⽐べて重量が４分の１で強度は10倍という
特徴がある。軽量化しながら強度を上げられるため、⾃動⾞部品
や⾶⾏機のボディーに使⽤されることが多いが、家具などの⽇⽤
品に応⽤するのは珍しい。

 製作にあたって、炭素繊維関連の開発を⼿掛ける⼩松マテーレ
やサンコロナ⼩⽥（⼤阪市）などから、炭素繊維と樹脂を混ぜた
複合材料の供給を受ける。

 チップ状の複合材料を150〜200度の⾼温でドロドロに溶か
し、専⽤の⾦型に流し込んで圧⼒をかけながら成型。その後、温
度と圧⼒を下げて複合材を固める。加⼯には超⾼圧の⽔で切断す
るウオータージェットも活⽤する。

 ⾦沢⼯業⼤学と連携して、内部の圧⼒を保てる密封度の⾼い⾦型を開発。圧⼒を⾃在に制
御することで、製品の表⾯に出るツヤなどを調整する。

 強度や軽さといった炭素繊維の良さを発揮しやすいイスやテーブルなどの脚や背もたれに
採⽤する。デザインにも特徴を出す。⾦沢市のデザイン会社のｓｅｃｃａ（セッカ）と組ん
で、脚を薄く細くしたり接地⾯を⼩さくしたりする。⽯川樹脂⼯業の⽯川勤専務は「炭素繊
維の強度を⽣かして他の素材ではできないデザインを実現する」と語る。

 すでにイスやテーブルの試作品を製造している。改良を加えて、今年12⽉に国内の樹脂製
品の展⽰会に出す。20年にはフランス・パリで開かれる世界最⼤規模の複合材料展⽰会「Ｊ
ＥＣＷｏｒｌｄ2020」に出展し、販路を開拓する⽅針だ。

記事利⽤について

炭素繊維の強度を⽣かしてイスの脚を
細くするなどデザイン性を⾼める
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 価格はテーブルで40万〜50万円以上を想定。家具店などに卸売りして、主に富裕層を狙
う。「ホテルなどの業務⽤にも⼒を⼊れ、１億〜２億円の事業に育てる」（⽯川専務）

 調査会社の富⼠経済（東京・中央）によると、炭素繊維複合材料の30年の市場規模は17年
⽐で2.6倍の３兆5800億円となる⾒込み。⾃動⾞⽤途や航空機向けが伸びるほか、建築⼟⽊
⽤途では「⽇本や欧⽶において⽼朽化インフラや耐震補強に対する規制強化に伴い、需要が
増加している」と分析する。

 ⽯川樹脂⼯業は昨年から橋の建設などに使うボルトなどを炭素繊維で開発し始め、産業⽤
途での需要を模索している。ただ、インフラなどでの活⽤は安全性の検証などに時間がかか
るため、⽐較的導⼊しやすい家具で早期に炭素繊維事業の収益化を狙う。

 同社は強度の⾼さが特徴の合成樹脂を使った商品を主⼒とし、18年９⽉期の売上⾼は17億
円。環境配慮の⾼まりでプラスチック業界に逆⾵が吹いているが、⽯川専務は「炭素繊維を
混ぜた樹脂は強度が⾼いので、⻑持ちして廃棄を減らせる強みがある」とし、デザイン性や
機能性とともにアピールする考えだ。

（⽑芝雄⼰）
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